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2年連続ファンドオブザイヤー受賞

モーニングスターアワードファンドオブザ イヤー2020 

安定資産（債券・バランス安定）型 部門

モーニングスターアワードファンドオブザ イヤー2019

バランス（安定）型 部門

優秀ファンド賞
シュローダーYENターゲット（1年決算型）

シュローダーYENターゲット（1年決算型）は

安定資産（債券・バランス安定）型
部門（1,662本）の中から
優秀ファンド賞（4本）

に選定されました

シュローダーYENターゲット（1年決算型）は

バランス（安定）型
部門（265本）の中から
優秀ファンド賞（4本）

に選定されました

安定感が評価されて2年連続受賞！

4本／1,662本中 4本／265本中

※第三者機関による評価は過去の一定の期間の実績を分析したものであり、将来の運用成果等を保証したものではありません。シュローダーYENターゲット（1年決算
型）／（年2回決算型）は、「シュローダーYENターゲット」または「ファンド」または「当ファンド」と表記する場合があります。
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シュローダーYENターゲット（1年決算型）／（年2回決算型）

2021年2月

2年連続ファンドオブザイヤー受賞

モーニングスター社の選定ポイント

2020年のトータルリターンは上位20％以内、
運用の効率性も上位

2020年のトータルリターンは3.56％と類似ファンド

分類＊平均を2.07％上回った。類似ファンド分類＊

中で基本資産配分比率を維持する大半のファンドや

REIT（不動産投資信託）への投資比率を高めて

いたファンドなどに対して優位となり、上位17％（143本

中24位）と優れた実績を上げた。

2020年のシャープレシオは0.52と類似ファンド分類＊

平均を0.27上回り、上位21％（143本中30位）と

相対的な運用の効率性でも優位となった。

2020年のトータルリターンの比較

3年のトータルリターンは上位25％以内、
機動的な資産配分や為替ヘッジが寄与

3年トータルリターン（年率）は1.57％と類似ファンド

分類＊内で上位22％（111本中24位）となった。

設定（2017年4月）来の資産配分比率の推移を

みると、株式が概ね20～30％で推移する一方で、

2018年6月～8月や2020年3月には現金等の比率を

一時的に40％程度にまで高めており、市場環境に

応じた変更を行っている。また、通貨別配分比率では、

為替ヘッジ部分を含めた円ベースの比率が概ね90％を

上回っており、為替変動の影響を受けにくいポート

フォリオを構築している。

3年トータルリターンの比較（2020年12月末現在、年率）

経験豊富なマルチアセット・アジア運用チーム責任者が担当、
2年連続受賞

マザーファンドの運用を行うシュローダー・香港のアジア・マルチアセット運用チームの責任者であるパトリック・ブレナ

ーは、他社にて債券運用、マルチアセット運用の責任者などを従事した後、2010年にシュローダー・グループに

入社。2013年にシュローダー・香港に異動し、シンガポールや日本のファンドの運用に携わった後、2015年からは

同チームの責任者に就任しており、19年の運用・調査経験を有する。なお、当ファンドは2019年の「ファンド オブ

ザ イヤー」で優秀ファンド賞を受賞しており2年連続の受賞となる。

出所：モーニングスター社のデータを基にシュローダー作成。＊ モーニングスター社が独自に、国内の追加型公募株式投資信託について、投資対象資産や地域・国別、
運用スタイルなどの観点から、共通するファンドの一つのグループとして作成した分類。※シュローダーYENターゲット：シュローダーYENターゲット（1年決算型）の基準価
額。基準価額は信託報酬控除後の値です。1年決算型は設定来、分配実績はありません。騰落率は実際の投資家利回りとは異なります。2020年12月末現在。第三
者機関による評価は過去の一定の期間の実績を分析したものであり、将来の運用成果等を保証したものではありません。

シュローダー
YENターゲット

2.07％上回る

シュローダー
YENターゲット

上位22％に
属する



［ご参考］類似ファンドの運用実績と収益目標の推移（2008年11月末～2021年1月末、円ベース）
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類似ファンド 収益目標（日本の短期金利+年率4％）
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シュローダーYENターゲット（1年決算型）／（年2回決算型）

2021年2月

2年連続ファンドオブザイヤー受賞

ファンドの魅力①

収益目標

シュローダーYENターゲットの基準価額の推移（2017年4月5日（設定日）～2021年1月29日、1年決算型の基準価額）

類似ファンドの実績はシュローダーYENターゲットの実績を示すものではありません。

世界の株式、債券、通貨など様々な資産に分散投資し、
中長期（おおむね3年～5年）で日本の短期金利＊1を
年率4％程度＊2上回る収益の獲得を目指します。
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10,818円

長期での運用の参考として、シュローダーYENターゲットと同じ運用チームが運用する類似ファンド＊3をみると、
中長期の収益目標を上回って推移しています。

184

165

シュローダーYENターゲット
の運用開始以降の期間

リターン（年率） 5.1％

リスク（価格変動、年率） 4.4％

類似ファンド

出所：シュローダー、ブルームバーグのデータを基にシュローダー作成。＊1 日本円TIBOR（3 ヵ月）。＊2 信託報酬（年率1.133％（税込））控除前のベース。＊3

類似ファンド：Schroder International Selection Fund - Japan DGF I share class（ルクセンブルグ籍、運用報酬控除前、円ベース、運用開始日：2008年12月1

日）、当ファンドと運用目標とリスク水準が同一で、投資対象が完全には一致しない戦略で運用するファンド、2008年11月末＝100として算出。※基準価額は信託報酬
控除後の値です。1年決算型は設定来、分配実績はありません。収益目標は中長期（おおむね3年～5年）を想定した場合の目標水準（年率、信託報酬控除前）で
あり、単年で達成することを保証する運用ではありません。市場環境によっては損失が発生する可能性があります。収益目標はシュローダー算出。

上記は類似ファンドの運用実績であり、当ファンドの運用実績ではありません。また、過去のものであり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。
また、類似ファンドは日本では販売していません。



2019年末以降の資産配分比率の推移
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シュローダーYENターゲット（1年決算型）／（年2回決算型）

2021年2月

2年連続ファンドオブザイヤー受賞

ファンドの魅力②

安定感
市場環境の変化に合わせた機動的な資産配分の
変更などにより、基準価額の下落を抑えつつ
安定的な運用成果を目指します。

2019年末以降の基準価額の推移（2019年12月末～2021年1月末、1年決算型の基準価額）
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約14％上昇

シュローダーYENターゲットの基準価額は、コロナショック時の底値から2021年1月末までで約14％＊上昇しており、
コロナショック以降、順調に回復しています。順調に回復する理由には、市場環境に合わせた機動的かつ迅速
な「攻め」と「守り」を使い分けた運用があると考えています。
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債券
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26.0%

代替資産
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コロナショック後
2020年3月16日時点

守り
の配分

市場回復局面
2020年9月末時点

攻め
の配分

株式
14.6%

債券
44.2%

キャッシュ等
41.2%

株式
23.0%

代替資産
2.1%

キャッシュ等
13.2%

債券
61.7%

株式やハイイールド債券などの
比率を高めた配分

株式の比率を引き下げる一方、
キャッシュ等の比率を引き上げる

再度、株式やハイイールド債券
などの比率を高めた配分

出所：シュローダー。＊ 期間：2020年3月24日～2021年1月29日。※基準価額は信託報酬控除後の値です。1年決算型は設定来、分配実績はありません。騰落率
は実際の投資家利回りとは異なります。資産配分比率はマザーファンドの純資産総額に対する比率です。四捨五入して表⽰しているため、合計が100%にならないことがあ
ります。代替資産は商品、不動産、インフラ等を指します。上記は過去の実績をご紹介するものであり、市場動向によっては上記が機能しないことがあり、収益を保証するも
のではなく、また、基準価額の下落リスクを必ずしも抑制できるものではありません。



［ご参考］類似ファンドの投資期間別収益率の推移（シミュレーション）
（2008年11月末～2021年1月末、円ベース、年率）
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2021年2月

2年連続ファンドオブザイヤー受賞

1年間投資 収益がマイナスになった回数 19回／135回中

3年間投資 収益がマイナスになった回数 0回／111回中

長期投資でさらに安定 ～3年以上ではどのタイミングでもプラスの収益～

ファンドの特色
⚫世界各国の株式、債券、通貨など様々な資産に分散投資しつつ、
日本円をベースとした収益の獲得を目指します。

⚫市場環境などの変化に合わせた、機動的な資産配分の変更とポート
フォリオのリスク管理を通じ、収益機会の追求と基準価額の下落リスク
の抑制を目指します。

⚫為替変動リスクの低減を図るため、外貨建資産は、機動的に為替
ヘッジを行います。

⚫マザーファンドの運用にあたっては、シュローダー・インベストメント・マネー
ジメント（香港）リミテッドに運用の指図に関する権限を委託します。

出所：シュローダー、ブルームバーグのデータを基にシュローダー作成。＊ 類似ファンド：Schroder International Selection Fund - Japan DGF I share class（ルクセ
ンブルグ籍、運用報酬控除前、円ベース、運用開始日：2008年12月1日）、当ファンドと運用目標とリスク水準が同一で、投資対象が完全には一致しない戦略で運
用するファンド、2008年11月末＝100として算出。※各投資期間の収益率を年率換算したものです。シミュレーションは一定の条件に基づいて算出した仮想の結果であり、
実際の運用に基づく結果ではありません。現実には必ずしも上記と同様の結果が得られるとは限りません。資金動向、市場動向、信託財産の規模等によっては、上記の
ような運用ができない場合があります。

上記は類似ファンドの運用実績であり、当ファンドの運用実績ではありません。また、過去のものであり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。
また、類似ファンドは日本では販売していません。

類似ファンドの実績はシュローダーYENターゲットの実績を示すものではありません。
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シュローダーYENターゲット（1年決算型）／（年2回決算型）

2021年2月

2年連続ファンドオブザイヤー受賞
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ファンドの主な投資リスク

シュローダーYENターゲット（1年決算型）／（年2回決算型）

2021年2月

2年連続ファンドオブザイヤー受賞
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お申込みメモ

ファンドの費用

シュローダーYENターゲット（1年決算型）／（年2回決算型）

2021年2月

2年連続ファンドオブザイヤー受賞
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販売用資料

ファンドの関係法人
委託会社：シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社［設定・運用等］

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第90号 加入協会： 一般社団法人投資信託協会、

一般社団法人日本投資顧問業協会、一般社団法人第二種金融商品取引業協会

受託会社：三井住友信託銀行株式会社［信託財産の管理等］

販売会社：販売会社については以下をご参照（五十音順）［募集の取扱い等］

販売会社一覧（2021年2月現在）

お申込みに際してのご注意等
本資料は、シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社（以下「弊社」といいます。）が設定した投資信託に関する商品説明資料であり、法令に基づく開⽰書類で
はありません。投資信託は、金融機関の預貯金と異なり、元金および利息が保証されている商品ではありません。投資信託は、預金または保険契約ではなく、預金保険お
よび保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。投資信託は、銀行等登録金融機関でお申込みいただいた場合は、投資者保護基金の支払対象ではありません。
お申し込みの際は、販売会社よりお渡しする「投資信託説明書（交付目論見書）」の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。本資料に⽰されている運用
実績、データ等は過去のものであり、将来の投資成果等を⽰唆あるいは保証するものではありません。投資資産および投資によりもたらされる収益の価値は上方にも下方に
も変動し、投資元本を毀損する場合があります。また外貨建て資産の場合は、為替レートの変動により投資価値が変動します。本資料は、作成時点において弊社が信頼
できると判断した情報に基づいて作成されておりますが、弊社はその内容の正確性あるいは完全性について、これを保証するものではありません。本資料中に記載されたシュ
ローダーの見解は、策定時点で知りうる範囲内の妥当な前提に基づく所見や展望を⽰すものであり、将来の動向や予測の実現を保証するものではありません。市場環境や
その他の状況等によって将来予告なく変更する場合があります。本資料中に含まれる第三者機関提供のデータは、データ提供者の同意なく再製、抽出、あるいは使用する
ことが禁じられている場合があります。第三者機関提供データはいかなる保証も提供いたしません。第三者提供データに関して、本資料の作成者あるいは提供者はいかなる
責任を負うものではありません。シュローダー/Schrodersとは、シュローダーplcおよびシュローダー・グループに属する同社の子会社および関連会社等を意味します。本資料を
弊社の許諾なく複製、転用、配布することを禁じます。

Morningstar Award “Fund of the Year 2019”および“Fund of the Year 2020”は過去の情報に基づくものであり、将来のパフォーマンスを保証するものではありませ
ん。また、モーニングスターが信頼できると判断したデータにより評価しましたが、その正確性、完全性等について保証するものではありません。著作権等の知的所有権その
他一切の権利はモーニングスター株式会社並びにMorningstar，Inc．に帰属し、許可なく複製、転載、引用することを禁じます。当賞は国内追加型株式投資信託を
選考対象として独自の定量分析、定性分析に基づき、それぞれ2019年、2020年において各部門別に総合的に優秀であるとモーニングスターが判断したものです。バラ
ンス（安定）型 部門は、2019年12月末において当該部門に属するファンド265本の中から、安定資産（債券・バランス安定）型 部門は、2020年12月末において
当該部門に属するファンド1,662本の中から選考されました。

シュローダーYENターゲット（1年決算型）／（年2回決算型）

2021年2月

2年連続ファンドオブザイヤー受賞

※収益目標の数値は将来、見直されることがあります。数値はあくまでも目標であり、常に一定であること、あるいは目標値が達成されることのいずれも約束するものではあ
りません。数値が達成されるかどうかを問わず、実際の運用成果がマイナスとなる可能性があります。ファンドを保有した場合の収益率を⽰唆あるいは保証するものではなく、
投資者毎の購入・換金のタイミングおよび保有する期間に応じて収益率は異なります。

1

年

決

算

型

年

2

回

決

算

型

登録番号 日本証券業協会

一般社団法人

日本投資

顧問業協会

一般社団法人

金融先物

取引業協会

一般社団法人

第二種金融商

品

取引業協会

○ ○ 池田泉州TT証券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第370号 ○

○ auカブコム証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第61号 ○ ○

○ ○ 株式会社SBI証券 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○ ○

○ ○ 岡三にいがた証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第169号 ○

○ ○ 株式会社千葉銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第39号 ○ ○

○ 内藤証券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第24号 ○ ○

○ ○ フィデリティ証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第152号 ○ ○

○ ○ 松井証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第164号 ○ ○

○ ○ マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第165号 ○ ○ ○

○ ○ 楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第195号 ○ ○ ○ ○

○ ○ ワイエム証券株式会社 金融商品取引業者 中国財務局長（金商）第8号 ○

金融商品取引業者等の名称

取扱いファンドおよび加入している金融商品取引業協会について○で記しております。


